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とすれば，S。はDEA－CCRIモデルでのDMU。の  

効率値β。と一致する．また，分母を自己を除く個  

別DMUの最大絶対効率値とすれば，S。はDEA－  

CCRI－SuperE凪ciencyモデルでのDMU。の効率値  

β。と一致する．  

【S。－CCRI】  
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通常のDEAによる解析では，非効率的DMtrで  

は最適ウェイトが一意的に定まるとされるが，効率  

的DMUでは最適ウェイトが一意に定まらないこ  

とが知られている．本研究は，【1】で提案した相対  

効率モデルを，【21で提案した相対超効率S。－CCRI－  

Supe沌伍ciencyモデル列挙型解法によって，効率的  

DMU最適ウェイトの一意性の，数値計算実験を通  
しての検証を行う読みである．  
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また，与えた相対効率評価¢，ぁと等価なDEA評  

価甲，uの関係は次式（5），（6）である・  

ここで，m入力β出力のシステムに対して，m次元ベ  

クトル皿，V，¢の各要素は0≦∬メ，0≦り，0＜cメ≦  

1，β次元ベクトル臥叫あの各要素は0≦恥，0≦  

叫，0＜むj≦1，を仮定する・  

1  

甲＝ ¢  
許㌫  

髄二菰む   

3 相対超効率電デ』』列挙型解法   

相対効率モデルとは個別DMtT。の絶対効率億z。  

を用いて，対象DMU群の一般相対効率値β。を以  

下の（2）式で定義したものである・  相対効率法の入出力ベクトル¢，ぁの実現可能区間  

を，各入出力項目について任意のⅣ区間に分割し，  

m岬十1）（m巾）個のウェイトを生成して計算を行う  

方括を列挙型解法という．   

例えば表1のように，2入力2出力のシステムに対  

し，各入出力ウェイトを100分割して計算を行えば，  

計算回数は（100＋1）（2＋2）で約1億個のウェイトの  

生成を行なうこととなる．  
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対象DMtJ群の絶対効率値  
（2）   

β。＝   
基準とする絶対効率値  

相対効率モデルにおいて，分子を個別DMUの  

絶対効率値，分母を個別DMIJの最大絶対効率債  
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て効率値度数が減少してゆくこと，また，最適効率値  

を示した度数が1であることも確認された．   

以上より，超効率モデルでは，最適ウェイトが一意  

であることが実験的に確認できたと言える．  

表1：実験データ  

∬1  苫2  

DMUl  20  151  100  90   

DMU2  19  131  150  50   

DMU8  25  160  160  55   

DMU4  27  168  180  72   

DMU5  22  158  94  66   

DMU6  55  255  230  90   
6 理論的考察  

（3），（4）式の相対効率モデルに従い，実験結果を解  

釈する．  

（3）式では，S。－CCRIモデルの分母である，絶対  

効率値の最大値を示すDMUがDMU。自身であ早  

ときに，効率値1を示す．そのため，DMU。の絶対効  

率値が全DMU集合中最大の絶対効率値である範囲  

で，最適ウェイトに自由度が存在している．CCRI  

モデルにおいて，効率的DMUの最適ウェイトが一  

意に定まらないのはこのためである．   

それに比べて，（4）式では，相対効率値の分母に  

DMU。自身を選択することを許さないため，最適  

ウェイトに対する参照超平面が一意に定まることと  

なる．  

4 重複除去列挙型解法   

相対超効率モデル列挙型解法では，DEAのLP  

解法の㌔も＝1に相当する制約が存在しないた  

め，C●，b●の組と同じ効率値を与えるウェイトであ  

るたc■，払■を計算してしまい，一意性の判定の邪魔  

になる恐れがある．そのため，「列挙型解法」と，重  

複したウェイトベクトルであるたc●，紬●を除去した  

列挙型解法である「重複除去列挙型解法」の両方を  

用いて，相対超効率モデルにおける効率的DMU最  

適ウェイトの一意性の検証を行う．  

5 実験結果  
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7 おわりに   

列挙型解法，重複除去列挙型解法の両方で最適ウェ  

イトが一意であることが確認できた．また，結果の  

理論的考察も行った．   

今後の展開としては，スラックを考慮した相対効  

率モデルへの拡張，相対効率モデルにおけるBCC  

モデル，などが考えられる．  
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図1：S。－CCRJ－SuperE侃ciency列挙型解法と重複  

除去列挙型解法によるDMUlの最適効率値付近の  

効率値一度数の関係  

両アルゴリズムとも，図1より最適効率値に向かっ  
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